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帯 鋸　　の　　腰　　入

　　　帯鋸と下車との接触状態

（第10報）

久　野　陸　夫

土　　肥　　　修

く1．fa牽1：i　33勾三9月3〔｝受理）

Stretching　for　Band　Saw　Blade　（X）

The　States　of　Contact　between　the　Saw　B14de

　　　　　and　the　Wheel　Surfaces

Rokuo　KuNo
Osamu　Doi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstraet

　　’Running　stability　of　the　band　saw　has　a　close　relation　with　the　distribution　of　the

pressure　of　contact　between　the　band　saw　and　the　wheel　surfaces．　ln　the　former’　report，

the　authers　assume　the　state　of　two　lines　contact　exists　between　them．　But，　when　the

band　saw　is　thin，　or　the　tautness　of　it　is　large，　the　surface　contact　occurs　at　a　certain

positlon．

　　　The　theoretical　states　of　contact　between　them　are　calculated　for　the　following　sim－

　　　A．　A　band　saw　with　no　stressing，　middle　portion　of　which　is　on　the　wheel．

　　　B．　A　band　saw　without　stressing，　full　breadth　of　which　is　on　the　wheel．

　　　C．　A　band　saw　with　crown　back　only．

　　　D．　A　band　saw　with　tensioning　only，　middle　portion　of　which　is　on　the　wheel．

　　　E．　A　band　saw　with　tensioning　only，　the　fu11　breadth　of　which　is　on　the　wheel．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　　論

　　　鋼のエンドレスベルトの形をした，かつ腰入れした；｝十｝；鋸は，円筒殼の形ではなく，きわめ

て高さの低い藏蜘：弩錐穀の形をなし，その上に円錐母線が直線でない様な複雑な形をして羅る。

この様な帯鋸が上下二つの鋸車に掛り，分銅で張られて居る。木材切削による送り力ばi！／l；鋸の

面内に加わる。クラクンの付いて居ない上下鋸車に掛って居る帯鋸は，この送りカによって，

廻転中鋸車上を糊翻して，はずれる傾向を有する。この点に帯鋸を腰入れする重な目的がある

のであって，帯鋸は腰入れして置、く事によって初めて走行安定が可能なのである。

　　　即ち腰入れによって複雑な形をもつた帯鋸が鋸車に接触して居る場合の接触圧力分布はき
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わめて複雑である。この接触圧力分布によって走行状態が定まるのであるが，第1報では，北

海道で用いられて居る様な割合厚い帯鋸を想定して，鋸車のかどが帯鋸の歯側に近い部分に線

接触し，かつ帯鋸の背が鋸車の弼に線接触する二線接触として，安定理論を述べたエ）。　しかし

この様な二線接触の理論では，薄い鋸，又は緊張力の強い鋸に対しては実験値は説明出来ない

場合が生ずる2）。　これは帯鋸と牛車とは最早二線接触の状態ではなく，更に帯鋸の中央部，即

ち腹部でも線接触，又は面接触を起して居るからである。しかしこの様な接触状態を実験的に

証明する事は鮒難であるから，此処では先ず理論的に可能な接触状態を吟昧して見る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　基　　本　　式

　　長さの方向に一様に腰入れした帯状の薄板，即ち帯鋸を長さの方向に一定の曲率半径で齊

曲させ，かつ長さの方向に対し一定の面に直角な外力を加えた場合の変位を与える式は，第5

報3）で示した式から導く事が撫来る。帯鋸の長さの方向をy，巾の方向をxに取る。帯鋸の変

位wは

　　　　　t　帯鋸の厚さ

　　　　　ρ　帯鋸の長さの方向の変形曲率半径

　　　　　E　　縦弾性イ系数

　　　　N，J　帯鋸の面内力

　　　　　P　帯鋸の瀬に直角に加える外力

　　　　　錫　腰入れの為各部に与えられた永久歪

　　　　　y　ポアソン比

　　　D募＋望・÷望・レ針望船望β　　　　　　（2）

ここでqを二つに分けて考える。

　　　　　q　＝＝　op，十q，

　　　D一砦＋艶＋努・易＋D砦＋響一ρ＋誓魚＋彦ダB　（・）

　　　D窪＋瓢＋！寿・レ望朗写B　　　　　（4／）

　　　o砦＋誓艦一ρ　　　　　　　　　　　　働
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　　（4り式で示される9エはε；、なる腰入れをした惜鋸を長さの方向に一様に曲げた場合に生ず

る変位であり，（4”）式で示されるq2は，この様な状態の帯鋸に外力Pを加えた為に更に附茄

されるべき変位である。この合成された変位が帯鋸の接触状態を定める変位であるが，ψ1は，

錫が簡単な形で与えられても極めて複雑になる。しかし帯鋸の腰入れ作業で広く用いられて下

る様に，この紫黒後の変形¢、をバック半径R，及びテンション半径rで示す事にする。故に

qlを次の如き形で与えられるものとする。

　　第1項はパックの量を示し，第2項はテンションの量を示す。（実際には鋸の巾の方向に対

し，この様な一様なテンション半径rで腰入れするものではないが，問題を簡単にする為この

様に仮定した。＞

　　cp2に対しては円筒穀の式と全く等しいのである。故に（2）式の／l峯は特解f（x）を含めて，次

の如く示される。

　　　・一嘱一・・＋擁ブ＋e一・・〔Ci…餅C・s・咽

　　　　　十e“BX（C，　cos　Sx＋C，　sin　Bx）＋f（x）　（（　＞4＞

　　　　　　　｛孫

　　岡辺の条件は鋸の巾をbとすればx＝　O，及びx＝bで

　　　M・一一D（潔＋・券う一一D（繧筆＋雀警＋・÷）＝：・

　　　砿一一D蓄（02w　．　02zv蕊・…＋∂ヅ）・・一・・LD（窪＋農穿）＝＝・

　　　　　嘉妊・÷一〇　窪一〇　砦一〇　窪一〇

　　故に艦に対しては樹辺の条件も円筒殻の場合と岡様に考える事が出来る。

　　鯛えば無限の長さの円筒殻の或る断漁こ一様に分布された荷重ρがかかる場合は

　　　艦瀞ガ1・（…β・・＋・・n・S・）・　・〉・　　　　（・P

　　半無限の円筒殼の端に一様に勇断力の外力qが掛り，　この端のモP・メントMxが0の場

合は

　　　・・一瞬万幽・・β・　　　　　　　　　（・）4）

　　これ等の式を用いて簡易な場合の帯鋸と鋸車の接触状態を吟昧する
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　　　　　　　　　　　　　　　　腰入れのない場合

　　この場合は，a・＝O，1／r　＝Oであり，その結果

　　　q＝＝0
　　　1

即ち円筒殻の鋸が円筒の鋸事に接触する場合である。（但し長さの方向にρなる曲率半径で弩

曲させたが為に，巾の方向にも齋曲する筈であるが，これを無視する。）

　A。無限の巾の帯鋸を銃陣に掛けて緊張力を加えた場合

　　この様な場合の帯鋸と鎌：にとの接触は特車の両かどで生ずる。三頭の中央を原点として，

鱗神職とすれば，一・書で灘加が欄齢か・雑な・．故に糊の難は

（7）式を用いて

　　　・「景万が噸…βC参韓）＋…β（穿＋り｝

　　　　　＋　一s一／／，D一一一e－S（1／一X）　｛sinB（一3一　一x）　＋cos　fi　（一2h　一x）｝　（g）

　　しかし．鋸車の両かど，のみならず鋸車の中央¢講0でも接触する場合が有り得るからこの

条件献め・．・の為には騨の軟・一・，及輌かど・・吐一隻で変伽・等しくなければ

ならない。

　　　　　q。＝ψ、コー。＝＝暢諮

　　　臨28写糊βを（　　　　　h　　　　Ahsin　S　一：i　＋cos　p”　一S’一）一諭＋・面幽・i・・B・＋…β・）（・・）

　　　　　．L．　2e－Bt‘一’？　（sin3－h2一　＋cos　fi　一le2一一）　：＝　1＋eu6i‘　Csin　31z＋cos　Bh）　（11）

　　　　　．”．　Sh　＝　1．87

　　故にh〈響ならば雌の糊で（1・〉の左辺が掘り醐・大きくな・から瀦

車の中央の変位が，弾車の両かどの変位よりも大きくなり，この様な巾の狭い葬車では両かど

でしか接触しない。これはPに無関係，即ち緊張：カに無関係である。接触力は変形量に比例し

（10）から求める事が出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．87
　　隔子の巾が以上の場合よりも広い場合h＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合は，中央でも接触する。接触状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fi
態をしらべる為に，中央x・＝Oにも接触力qが作用するものとする。（7）式を用いて

　　　・　＝＝…商一e“β（胸｛…β俊＋・）＋…β修＋・・）｝

　　　　　＋諮〆（h　一叱）｛…β傷・・）＋…β修．一・・）｝

　　　　　＋　一gl．；｝b一．3D　emBX（sin　Bx＋cos　Gx）　（12）

　　　　　　g＞x＞o
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　　騨の軟旗・と酌ど…＋書で難樽しい．

　　　　　ψ。＝qx＝G＝ψ騨套

　　　脂轟・一βを（…β音＋…β勾＋、浮D

　　　　　r浮∬・執・鵬…Sh）＋面＋・読〆（…β告＋…β号）（・3）

　　この関係は中央で帯鋸が鋸ユ糊則に凸である様に曲げられて居る状態でなければならない。

面訴融無漏・て居・軸・聡い．螺・軟の麟雅一・・嚇の条脈な・．

　　　窯。。一・一・ゲ面・㎜確（…面一…β9）一・酢南　　　（・4）

　　この（13），（i4）式からP，　qを消去すれば

　　　・＋ビβ一＋…β藏β鰯β号＋露β九…叫　　
α5）

　　　　　β海＝2．37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

又この値を（13）式に入れれば

　　　　q篇0．171P

にな・．椥・響．＞h＞響で・・辮の峡及び齢どで綴角・して居棚・なり，・の

中央の接触線の接触力は（13）から計算出来る筈であるが

　　　　　O．171　p＞q＞O

　　・れ鵬鋤・1縄くめ響の搬には次の如く叡・．癖の帥一三の

場合の帯鋸と鋸車を事・P映の接触線を含む面で二つに分ける。この漸で左右対称であり，この境

界において多レ・，故にモー・・廟勧醐・噂｝な・賜，・の綱鞠限繍・

独立して考えても平幽状態にある。この二つの半無限帯鋸の1’1，ilに或るゆの鋸車と帯鋸が薗接触

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．37
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の掌理の状態である。　故にこの様して居る状態をはさんでつなぎ合せる。これがh＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
　　　　　　　　　　　　　　　2．37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．37
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の巾だけは客車の申h＝な鋸南の場合は云云の両かどから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合と金く同じで
　　　　　　　　　　　　　　　2B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
あり，その問の部分が面接触する。1：i晒三アは

　　f　一　一（lny4　q，　一　o．s6　ps

　　　　　p

　　又薗接触して居る部分の爾縁に

　　　　　0ユ71
　　　q二　2　P

なる接触力が作用して居る。

　B．帯鋸の巾が鋸車のri了より狭く帯鋸が完全に鋸車に乗り上げている場舎

　　この場含は帯鋸は鋸車と全面が薗接触して居る。接触爾圧力fは
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　　　　　tE　　　f　：：＝　h：ltirm　qe

　　　　　p

　　　　　　　　　　　　　　　　バックのみある場合

・識酬煎汁をした㈱と辮の灘購であ・．故に÷一・

　　　q．　＝：　ax
　　　1

　　鋸巾が広く鋸の縁の影響がないものとする。緊張力を加えない場合は鋸車のr・一一方のかどで

帯鋸と線接触する。緊張力が増加すると，このかどの接触カカは増加する。このかどを原点と

すれば帯鋸の変位は（7）式を用いて

　　　・一・・x＋面輪・瞼＋…β・・）

接触力が増加すれば他の線X＝ξで接触を起す様になる。この条件を求める。

　　　　　艦一一・穐・．甑，一・

　　　艦一奥戸論・・一一G・（…βξ＋…βξ）＋・ξ

　　　　　カ　　　2fi　　　　　　　e－Be　sin　BcF　＝＝　a
　　　　8B3D

　　　　　　B6　＝　1．35

　　　　　、多D一・唱．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．35
　　即ちバックの大きさに関せず噛砕の面のξ＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　　　　　　8B3D　M　“”’V　B

例して大きくなる。

（16）

（17）

C18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一の位置で接触が起る。接触を起し始め

る時の鋸車のかどにおける接触1加ま＿鉄訟。逸で示され融「1く．・。クが強いと之れに比

　　更に緊張力を増せば接触線X＝ξで接触力qがかかる事になる。接触線の位置も次第に移

動する。最後に帯鋸の一部が面接触に移るのであるが，この限界を求める。

　　　9’　＝＝　一ss’kl，］iii”D　e－BX（sin　3x＋cos　Gx）＋　一s－ttip一　e”S〈e－x）　｛sin　3（gA－x）＋cosBc6’一x）｝＋ax　ag）

　　　　　　　8＞x＞O

　　　　　qo　＝　q．nto　：　q．＝e

　　　　　　　dca
　　　　　　　　　　－o
　　　　　　　，dxx＝＝i

　　この他に面接触して居る音！扮のモーメント．Mxは零であるから，面接触して居る縁におい

てもM。　＝・Oでなければならぬ。

　　　　　d2q
　　　　　ヨ賑。ξ＝O
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　　　臨藤万＋藤バ・・（…β・＋…β・・瀞万ゼ・・（…βξ4…β・）＋面＋・ξ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）

　　　2B　一sgE3，）1）＝　e’B“　sin　BgA　一＝＝　a　（21）

　　　2B2　sfilt，’D－e－Be　（siR　B．一“一一cos　B．lt）　＝＝　2B2　sE3D　（22）

　　　　　B．・“一　＝　1．61

　　　　　善グ…青

　　　　　諭一α52暑・

　　かくの如く鋸蹴の面上で接角藍1が始まれば，この接触線にも接触力が働き，接触線は次第に

鱗のかどから遠ざかり・：・xに魏・職力が鞭ば・かどの接角・加は、多万一・場に

鰍騨配祀・線噸・加も謡グq5曙となり・その位［置がξ一孚にな

る。この状態になった時にこの部分が爾接触に移るのである。

　　更に緊張力が増せば弼接触する部分の巾が拡がるのであるが，これを検討する為に先ず鋸

車のかどの附近の状態を計算する。馬車よりそとの部分を亙，鋸車上には有るが鋸車に接触し

て居ない部分をIIとすれば，鋸車のかどを原点として

牒エ欝欝li鰹：二：〉。1　　（23）

　　鋸車と鋸の接触して居る線は鋸車のかどx＝＝Oと磁1接触に移る縁a・＝ξとであるからx　・O

で

　　　　　qo　＝nt　91　＝一　qll

　　　dqi一　wu　一4．gz．！．i．”　．d一：’．qma．！．．　．ua　”E（3’felq7　！iT

　　　dx　H　dx　dx2　H　dx2

x・ξで

　　　臨ψ1・薯＝＝　o，砦㌧o

　　これを計算すれば

　　　璽β讐薯βξ幽1イ雑蓋欝2βξ）　（24）
　　　　　　　　　　s

　　此の如く薗接触をする部分の終車のかどに近い縁は変形q、或いは緊張力が大きくなれば、

鋸車のかどに近づき，変形が極めて大きくなったR善にこの式は（15）式に近づくからバック，テ

・シ・ンのない棚・近づく・　・I」ちξ一一 ｿに近づくのであ・。瀬えると醐・の部分は
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　　2．37
　　　　迄広がって行くのである。ξ篇
　　2β
　　面接触して居る部分の二三ノは

　　　ア4写（ifo－ax）

　　　　　ρ

この薗接触して居る部分の鋸車より遠い縁コじ隅ηからは鋸車に接触して居ない。　この部分の変

位は（8）式を用いて

　　　・一構誰万・一B（＝’”’C・・β（・・一・）

　　　　　ω〉η

　　　d9　　　　　　＝＝O
　　　dx。＿v

　　　一＿q2…一　＝O．25－9一一

　　　8β30　　　　　　　　　β、

　　　　　　　　　　　　　ψ・隅ψ厨「｝一トαη

　　即ち面接触して居る部分の鋸車のかどから遠い方の縁は緊張力が増し変位ψ。が増して行

くと無限に広がって行く。

　　以上は鋸車の巾がかなり広い場合であり，鋸車の申が狭くなれば鋸車の他のかどが影響を

及ぼすので複雑になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　テンションのみの場合

　　この場合はバックがないからα・・Oとし，かつ接触が鋸車に対し対称に起るものとする。

　　　　　（号）2一　・2

　　　0p，　一　一一1｝｝

　D．無限巾の帯鋸が鋸車に接触する場合

　　鋸車のrkをhとして原点を鋸車の中央に取る。この場合も緊張力を加えれば先ず鋸車の両

かどで接触し，接触力Pが働く。

一断1＋面調いβ（銅＿βぐ鋤

　　　　　　　　　　＋，動ゼ蝋…β倦一）＋…β修一・・）｝　　（・5）

　　最初に中央が接触する条件を求める。

　　　　　q，＝q．。。er勉篇桑

　　　・・　・＝、浮Dビ・・（・…B・＋…Bla）＋藤万
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　　　　　二輪曝β告綿・近β号）　　（26，

グー＿伽・熟沁略記告）。畷励　（27）

このPが如拷に大きくなっても（27）式の成立しない条件は左辺が負の場合であり，巾央が接触

しない限界は（27）式の左辺を0と画いた場合，即ち（11）式と岡じくなるからテンションのない

雛同・であ・。故に一
G＞h　o）場舗緊勤を嫡に増・ても鋸・紅の両かどのみで接

　　　　　　　　　ユ．87
　　　　　　　　　　　　の場合は両かどのみならず，他の線でも接触し得る。上の如きP触する。しかしh＞
　　　　　　　　　　B
を加えて巾央で接触する場合はやはり中央で鋸車側に凸で奮註財して居なければならぬ。故に中

央で辮に灘し網・蜘・較で．多影・でなけオ・ばならぬ．

　　　　　窯。一・

　　　卜・嘱が・一確（…β号一…β1）　　　　　（28）

（27）及び（28）式から

　　　　　5．88　　　h　＝＝　一：i’5＝iVum

　　椥摺8＞h＞響の糖・緊勤を増せば最初に鋸蛎・批糠廟峡で接

触が起る。

　　h＞響適合繰勧を増す事・・よ輌かど醐纐・を起すのは峡でなく沖央

に対し対称な二線である。接触の起る線の決定は複雑になるので，近似的に鋸車の一方のかど

の接触が，他のかどの附近の接触状態に影響を及ぼさないものとする。故に一方のかどを原点

として

　　　・　＝＝．鳴メ＋9湊〆・（…β・＋…B・）　　　　　（29）

　　接触条件としては

　　　　　　　　　　　　　　dq　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0　　　　　9ρ，＝ψz嵩。＝ψ2コ需ξ，
　　　　　　　　　　　　　　dxx－E

　　　鑑「銘パ㌻《L＋諭・一・・（…βξ＋…βξ）　　　　（・・）

　　　一tt5．；llS－2ft：2S－s－tt3z－」……一一e”B“cosBt“　（31）

　　　師歯一毒一F藩謙騰∬画　　　　　（・2）
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砂とβξとの関係曲線は第1図A曲線である。　この様に緊張力を増した場鎖鋸車の両かどの

接触の次に起る接触線はA曲線の如き位羅である。（接触が中央に近い引時はこの様な計算で

は誤差が大きいから修正をほどこした。）

　　aの様に接触が始まればこの線にも接触力　　ノ2’o

が働き，接触線も移動する。そして最後に薗接　　　！Lo

触を起す部分が生ずる。面接触に移る限界を求　　　10．o

める。痂接触して居る部分に対しては変位は　　　　g．o

　　　　　　　x（h－x）　s，o　　　gP2　＝　goe　im

　　　　　　　　2r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yf
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．0故に

　　　隙一D欝一一D÷　　　‘0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．0
　　酵触して居・紛・一D÷な・モー・　、。

ントM．が作用して居るならば，而接触して居灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．0
る両縁でもこのモ・・一メソ』M。が存在しなけれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
ばならぬ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．0
　　　－D額，一の1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　一　D　（一Sk．S・・，z一一一ili一）．．，　，　＝o＝　一D　（T［ii／13－g　），，　ac　，

NiXI

N，　IX）

／．0　2．0
　　ノダξ

第1図

3．0

　　やはりこの場合も接触線附近で鋸車側に凸で弩曲するか，凹で育引するかが限界になる。

この場合も一一一一・方のかどの接触が他方のかどの附近の接触状態に影響を及ぼさぬものとしてこの

隈界を求める。

　　　　　鑑醜・＝　・・一・・｛絵，＝・　・・多乳，一・

　　　gPe　＝＝　’sp’rP3D’＋　th，D　eMBE　〈sin　1！）g一＋cos　B．L）

　　　　　一（kS’．1；iiLre2｝　＋　一s一／／，lo一　e－3e　（sin　Bts＋cos　stf）＋，あ　　　　（33）

　　　響匙・β面｛・・βξ　　　　　　　（・・）

　　　2i92　th，　，D　e－SE　（sin　Bg一’一cos　fi．lt）一　as／2iil　：wl一一　（3s）

　　この（33＞，（34），（35）式からBhとβξとの関係llKl線を求めると第1図B曲線の如くなる。こ

の様に鋸車1面上の中央に対し対称の接触線は緊張力が増すに従い，接触力qを増し，かつ鋸車

の中央線に近づき，遂にB曲線の位置に接触線が来た時に，この二つの接触線の間が蒲接触に

なる。更に緊張力が増せば面接触の部分の接触圧力も増加し，かつ面接触する部分の範囲も広
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がる。

　　最後に緊張力が隈隈に近く増加した場合について考える。以上のような接触の式はすべて

槻錫・β購な・形の変糖…される・故に・師は轟・・与えられた囎

にはBhとβξとの関係が出て来る。今接触力P又は変位艦が無隈に大きい場合はテンシsン

半径γが無限に大きい場合に近づく筈であt），緊張力が無限に大きくなれば面接触の部分は

（・3）で示される如俸響迄広・！つて細穿であ・・

　E．テンションのみの帯鋸が鋸車に完全に乗り上げて早る場合

　　鋸の巾央に対し対称の変・臆の場舎を考える。　この場含は帯鋸の両縁が鋸工瞬こ先ず接触す

る。この接触線に接触力1）が働く事1こなる。帯鋸の巾をbとし，鋸の中央を源点に取れば

　　　。専二㌦＿繭＿紬Bx　　、36）

両縁の接触線ではモーーメントM、eは零でなければならぬから

　　　一iitsEl’tlii，E2w．”　．，　一e，，一　：＝’　O　”＝　Ci　sinhS－3一　sin　Su　：　一C，　cosh　s一一3一・一一　cos　i3－2b一　一一　（37）

この関係を用いて（36）式を誰き直すと

　　　」蒐二㌦＠・β全躯畑働

　　　　　＋・・曲直・β喜・・繭…β・）　　　　　　（38）

　　巾の狭い帯鋸では当1黛ミ次の接触は中火塞皆ミで起る。

　　　　　qG：＝艦一〇・：ψ欝叶一窒一

　　　鑑謬＋κ鴎…β音）掴β音＋㎡確　鴫㎡β豊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）

　　　盟1緬躯β3＿β細β書一＿窒蝿）（・・）

　　右辺は0から無限大迄如何な値も取り得るから緊張力の大きさに関せず両雄以外の接触が

起らないと云う様な事はない。

　　この場合も中火で次の接触が起るか，率央の両側で線接触を起すかの限界は中央の曲率が

0の条件で求めればよい。

　　　謙。一・

　　　2B2　．1〈“　sinh　Rsgsin　B－ll一＝一］一　’　（41）
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・B2 i争蕊・β音…β．多一…h砺…β・一・・…β号…β書 （42）

12

　　　Bb　＝＝　3．54

故に3~4＞・錫一陣の峡で徽糊・b＞響蝋・・は峡の両開囎

接触が始まる。如何なる線で接触が初まるかを計算する為に，原点を鋸の一方の縁に移し，他

方の縁の接触がこの縁の附近の接触状態に影響を及ぼさないものとする。

　　　げ皇ブ＋，汐D幽・・β・・　　　　　　　（・3）

　　　　　qe　＝：　qx－e　＝：：　opx＝e　’：’xop’le；E　’”’”：’一　O

　　　艦一あ一㌻豆＋蒲・一・・c・・βξ　　　　　（・4）

　　　…ろ四一論・一・・（…βξ＋…β・）　　　　　　（45）

（44）及び（45）式から

　　　β、王βξ一．単一θ一6説嘆ξ隷βξ）　　　　　（46）

　　これを計算すると第21ヌIA曲線の如くになる。　（中央の両側の接触線の距離が近い時は修

Il三をほどこした。）

　　このA曲線の位置で接触を！括｝めた鋸は緊張

力を更に増加すれば，この接触線が移動し，か

つ接触線に接触力が作紺する様になる。

　　最後に一部分が面接触になり初めるのであ

るが，この場含も離の例に従い，鋸の一方の縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ汐
に接触力Pが加わり，X・・ξなる線に接触力qが

作用して居る。

　　　…悠ブ＋，あ・…c・・…

＋　s83b’e’B（Emx）　｛sin　fi　（g‘Hx）

＋…β（ξ一・・）｝＋，あ・一3（ξ　“：c）

×　（sin　E］r’　一cos　B＃）　sin　Bx

＋謡バβ（ξ＋x）（3…βξ

一　sin　G．e）　cos　fix （47）

β

汽

／2．0

^∠0

Iρ0

X0

W．0

V0

U：0

G0

S0

R0

、

、
　　　一’、一

20

P0

e
ro　2．0　　／eg

第　2　図

3．0
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条件としては

　　　％諜・＝・　9・・一i・・農。，繊窪。，＝＝・

此処で

　　　β藁万＋諭・一・1（・…β・一…βξ）

と羅けば

　　　qo　＝＝　一gf，g’3－D一　eHBf　（cos　iS’g一’　｛rsin　P’g一”）＋B

　　　　＝　’us”2’gq’s’b””’　＋　vgll，b－e－B“　（sin　i3，f－cos　igg）ermSi　sin　pgg＋　一一’t，一Ci」i・一wwr一’）　＋Be－6e　cosfi　．f　（4g）

　　　轟・　・（…β紬βξ男＋ββ〆・（…βξ÷…βξ）一撃　　 （・9）

　　　一　一一／一sqat？t一　一　一・g2－fiq．3t？一　e’一2SE　（sin　i？tf　一cos　i；．lt）　cos　iC－g”一＋2BS2　e－Se　sinEs　g’L　＝：　一一；一…　（50）

（48），（49），（50）からβみとβξとの関係曲線を・求めると策2騨Bli・k線の如くになる。即ち緊張力

が増すと鋸の腹郡の接触線は次第に鋸の中央に近づき，かつ接触線の接触力も次第に増加し，

遂に接触線がB曲線の位置になった時に中央の両側のB曲線で示される位還驚の問が薗接触に

なる。璽に緊張力が増加すれば，1耐妾触の部分に接触魔力が働き，蒲接触の範囲も拡がる。緊

張力が極めて大きくなれば，テンションのない場合に近づくから全面接触になるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　　実際の鋸の鋸車との接触状態を考える葡に今迄計算した結果の要点を列回すると次の如く

になる。

　　　　　鋸の申　b　　テンシ半径　r　　鋸車の巾　h　　バック半径　R

A．　b＞＞＞h　nvlirm＝o　k一＝0

　　1，緊張力の大きさに無関係に接触状態が定められる。

　　・・響〉歓糖・鋸輌面かどのみで線灘す・’j

　　・零7＞嫉竪畷鶴鱒の融ど・鱒の軟で綴角・す・・

　　4・一h＞響曙講脚・砂どで繊・し調・卿購獅繍・す…の場

舗かどから一
?の範囲は鋸・畷触せず・又畷触して）酬駒醐・・一〇’誓1・P

なる接触力が作用する。
B．　h＞b　・；．　＝zO　一［lli一　＝＝0

　　1．全面接触し七居る。

　C。b，　h共に大　　よ＝0
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　　際働が小さくか・〉論の齢・・辮の一つのかどのみ縦虫す・・

　　2・緊張力囎・f・・〉諭万〉か②卸朋〉、あ〉・の輪・癖のかど・

及び・のかどからの購響礪響の1・鴫・揃・す・・繍・の籠は懸加・増す

にしたがい，かどから遠ざかる。

　　・・三一・灘増せば諭一÷脆謡万一告・三一響になつ燗・覇腰

触して藩た部分の附近が慰i接触に移り初める。面接触になった部分の範囲は緊張力が増すにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．37
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上に拡がる事はなく，かどたがい拡がるが，面接触部分の鋸寧のかどに近い境界は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2B
からこの距離迄は常に接触しない。かどから遠い境界は緊張力が大きくなれば無限に拡がって

行く。

D．　h＞＞＞b　一；？一一〇

　　・・響＞hの場舗緊勧を如イ・に強くしても碕かど以外では接twしない・

　　2・響．〉妙響一の摺・は鋸・脚どの次に軟縮泉騨が始ま・湘・響

）？　h＞響の搬三三線接触は緊勧を大きくしても酸触・・移・ない・

　　3・一h＞響の騨繭かどのみならず緊論意くすれば剃ヌ固瞭示されるξ

の位置で中央の両側で糸1腰触を始める。

　　4．緊張力を更に強くすれば，線接触の位置は三三の1宇ξ央に近づき，接触線の接触力も大

きくなる。

　　5．遂に接触線が第1図B曲線の位置に来た時に，この接触線の問が蒲接触に移る。

　　6，面接触した部分は次第に鋸車のかどの方に拡がって行くが，緊張力を如何に強くし，

灘醍が購・大きくなっても蜘・かどか弼購雄． ｿ醐・獅・接触し甑

Eb＞h知・
　　・・．響一＞bの雛・緊勧鰯と鋸の醐の次の撒・鋸の中開で生ず・．

　　　　　　3．54
　　2．　b＞　　　　　　　　の場合は緊張力を増せば鋸の血縁の次は第2図A曲線で示されるξだげ鋸
　　　　　　B
の両三から離れた距離で次の接触が起る。

　　3．この様な接触が始まると接触線に接触力が働き，接触線も鋸の中央に近づく。

　　4．第2図B曲線で示された位羅に接触線が来た時に，この接触線の闘が臨接触に移る。

　　5．酒接触の部分の接触圧力は強くなり，接触爾も拡がり，遂に全痂接触に近づく。

　　以上接触状態は条件の簡単な場違だけであるが，尚種々雑多な場合が生ずる。実際の帯鋸

はこの様な簡単な条件でなく，（1）帯鋸の歯側の｝二｝iは無限と見なし得る程大きくはない。（2）帯

鋸の背側は鋸単の上に乗って居る。（3）故に上に述べた様な対称の条件は満たさない。　故に実

際の帯鋸の鋸車との接触状態を定量的に義論ずる事は困難であるが，定性的には大体次の如く
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であると想像される。

　　1．緊張力が小さければ歯側の鋸車のかどのみで接触する。

　　2。緊張力が増加すれば，次の接触は鋸の背で起るのが普通であるが，しかし歯側の鋸車

のかどから落干離れた位眠に生ずる事もある。歯側の出が無限ならば第1図A曲線の位羅に接

触線が生ずるわけであるが，歯側の出が少ないから接触線の鋸車のかどからの距離はこれより

も小さくなる。

　　3．更に緊張力が高い時は衡側の鋸車のかど，帯鋸の背，及び帯鋸の腹部の一線又は二線

の合計三線又は四線で線接触が生ずる。

　　4．一一層緊張力が高い時1ま線接触の聞の部分が薗接触に変化し，薗接触の範謝が拡がる。

　　5．遂に面接触した部分は鋸窺のかどから着干離れた線と背との問になる。
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